









































































































1 arban sara司yin(.)[..・...・H・－1 十月の［・・・日に］
2 収石撒蘭伯小麦三石匡豆
3 Si・Sarambaiy町b祖 tayar 石サラムパイが3石
4 yurb姐 sinbuyd泊舗slirbe 3斗の小麦を注入（＝納入）した。
5 訂b姐 s翻竜yinQWR( .) [ ...
6 収字羅帖ヰvJ、麦廿八石
7 Bolad-Temiir qorin n泊mantayar ボラド＝テミュルが28石の
8 buydai tisirbe 小麦を注入（＝納入）した。
一一一一 一一一一一一一一（連貼部）一一一一一一一一一一一一一
9 arb姐凶gensara-yin arb姐 sinete 十一月の初（旬の）十日［に］
10 収染只失加小麦十一石九斗
11 Yaqoi-Dorfisikaba訂b姐 nigen 也火ドルジシカパが11
12 tayar Jiηuy姐 sinbuyud泊 石6斗の小麦を
13 tislirbe 注入（＝納入）した。
14 紅b姐 nigens紅a-yinarban tabun- 十一月の十五日
カラホト出土蒙漢合壁税糧納入簿断簡
15 収采只失加小麦ー十六石七斗
16 -a bi Yoqai・Dorjisikabaarban 










Yl:W64 [HCW, p.154 & pl.18 (3）］にも在証（attest)される。また，カラホト出
土モンゴル文契約文書（G106, l.20）で， KotwiczがSararnbatI Sararnba, Cleaves 
がSararnbabaと読んでいる人名［Cleaves1955, pp.8, 24, 44］も，末字を－Yとみ
てSararnbaiとすべきであろう。
(2）三石三斗：「三斗jは完全に欠落しているが，モンゴル文のyurb姐 tayar
yurb姐 sitn「3石3斗」から補う。 tayar＝石， sitn＝斗の対応関係については
本稿第3節を参照。
(4) buγdai：「小麦J。ウイグル語buydayからの借用語である。古典期モン
ゴル語の正書法ではbuyudaiとの形式をとるが，本文書ではbuydai(1.4, 8, 17), 
buyudai 0.12）と両様に書かれる。 Franke[1970］が発表した藤井有都館所蔵モ
ンゴル語文書（後述）でも buydaiとbuyudaiの両形式が現れる。










①SUK Mil4 (= USp 126, 1.2-3): aCiy-qa qud－紅抑akiimiiS 
f御倉に注入（＝納入）すべき大麦の（代価としての）銀J
②SUK Mi15 (= USp 117, l.2): sang-qa'qutyan ic kilri哩ir
「御倉に注入（＝納入）すべき 3斗のキピj
③3Kr.30b (= USp 119, l.1・2):
1 [ .. ]( .）日’YY(.)L(. ) inaci-ning tsang 
2 ［….］ qudyu tariy-tan 
④3Kr. 30c (= USp 121, 11.1-3) 
1 [ .・K・.）inaci-ning tsang-qa qutyu L…1 
2 [ .・K・.) bila iki siy tany凶gdiyana [ ..] 







1 [ ..・－］副dbirla bir siy iki制irisang-ni qoeo-ta sang-qa qudzun 
・・・斗ますで， I石2斗の倉糧を高昌の倉に注げ。
R u 5337 (11.100-101, 108-109) 






































(5) QWR( .) : yurban「3（日）Jないしは qorin「20（日）Jであることは確
実。 qorinの後に数詞が接続していれば下旬（21～29日）となる。
(6, 7) Bolad・Temiir／字羅帖木：写真で見る限り， 1.7行頭のBolad< 
BWL’Dは語頭のB－以外は不明瞭で むしろ漢文から逆推せざるを得な
い。字羅は人名Boladの漢字音写として漢文史料中に頻出する。






















(10, 12) jiryuγan sim／九斗：本処ではモンゴル文・漢文が全く対応しな
い。モンゴル文のJi1γuyan「6Jと読んだ部分を yisiinr 9Jと読むのは無理で
ある。逆に漢文の「九」も明瞭であり， f六jと読むことは出来ない。





























106, l.20）では7月15日［Cleaves1955, pp.24, 35］，漢文文書でも 7～8月中で
ある［HCW,pp.187-188, F125:W40 f七月終J; Fl25:W37「八月終J; Yl:W87 
「八月J。さらに，麹氏高昌国時代及び唐代の漢文契（トゥルファン・敦埠出
土）［仁井田 1937,p.267］や， 10世紀以降のウイグル文（トゥルファン出土）













































































税糧納入額が，モンゴル文と漢文でそれぞれmong.ywもantayar ywban sin r 3
tayar 3 sinJ /chin.三石（石サラムパイ） ; qorin naim姐町紅「28町叫／廿八
石（ボラド＝テミュル） ; arb岨 nigentayar戸yuy姐sin「11tay紅6sinJ／十一石











田，p.1582;Lessing, p.764; cf. Cleaves 1949, pp.438-439; Cleaves 1955, pp.34-35; 
TMEN I, Nr.905］。しかし， Kowalewskiや Lessingの辞書の記載はおそらく
『五体清文鑑Jに由来するものであり，そして『五体清文鑑jにみえる非漢語









1 luu Ji! d凸rbensara-yin 龍年四月の
2 arban sine~巴 baSing-Quli 初（旬の）十日に。私達シング＝クリ，
9) 3 Sing-Isinambu ba qoyayul a buyudai シングzイシナムブの私達2人 は，小麦が
4 kereg低ibo!Ju Suu-Temiir-eee yabuqu 必要となり，スウ＝テミュルから，通行する
5 temir-)i sim-iyer yurban tay紅dolon 鉄の縁取りのある simで， 3tayar 7 
6 sim buyudai asiy igei aysuJu simの小麦を，利息なしで借り
7 abuba （後略） 受けた。（後略）
11.4-6に「通行する鉄の禄取りのある simで3tayar 7 simの小麦jとあり，
simという語が2回在証されている。このうち， Cleaves[1955, pp.30・32］は最









かったのは，話回と斗（LRP,p.81: Y. t<iwv; L. t;iw＇）との音韻上の相違を解決
できなかったためと思われる。また， G106文書中の 3tayar 7 simは「3石






















































の誤記であると考えた。また Doerfer[TMEN II, pp.313・314,Nr.1317］も，升
とqafizとの容量の差異に苦慮しつつも，結局は疑問符つきで『集史JのSim
を漢語の「升jの音写とみなしている。





(LRP, p.280: Y・1!;im）と音写されていることである12）。 Lig巴tiは見落としてい
るが，『華夷訳語Jに先立つて元代に編纂された『至元訳語（蒙古訳語）』にお
いても，漢語の「時（＝斗）Jに対応するモンゴル語が「探J(LRP, p.280: Y. 1!im) 
と漢字音写されており，これも siinと再構できることも， Ligeti説を補強す




















な箇所もあるが，以下に Frankeの読みを一部訂正しつつ， tay訂と simの在
証部分を掲げよう。
2 doCi.n E批 isirbusun-u W（…）Msang-un町紅・iy訂 d0rben
40 ？の弦の ・・・ 倉の袋で 4 
3 tay紅 yurbanJ；紅加 ~im buyudai愉 elyeぬ？ biilege dutaqun 
組Yぽ 3.5 simの小麦を集めて？いた。不足している分を
4 simbesfi? tariyan s叫－unsim勾叫oy；訂町紅yisfinsim buydai 
言憧して？穀倉のますで 2 tayar 9 simの小麦を
s ogJ1紘凶（後略）
与える。（後略）
この文書でも， tay紅，simは， sang-untayar「倉の袋J(l.2），飽riy組 S岨g-uns出
「穀倉のますJ(1.4）のような容器としての用例以外に， 4tayぽ 3.5sim(llふ3),2 

































り［石田 1934,p.100, No.159］，いわゆる丙種本『華夷訳語J器用門にも mong.
升子深／ chin.升斗［石田 1944,p.190, No.789］という対訳例がみえる。さら







































3) なお， B凡 Ycneucutli ・松川節・中村淳の3氏と筆者の4名は， SPFに所蔵され
るKmrroa将来カラホト出土モンコ。ル語文献についての共同研究を準備中である。
4) Stein将来のカラホト出土ウイグル語・モンゴル語文献は， LeCoq [Innermost Asia 
I, p.1049］によって概説されている。ただし LeCoqは，写真が公刊されている問




5）⑤の第一例は， birSl"( iki kiri l 1石2斗jとの数量記載を伴っており，「くら，倉
庫jではなく明らかに穀物現物を意味している。中華地域の蒙漢合壁碑文では，や





mong. cidqu－「注ぐj[Kowalewski Il, p.2158; Lessing, p.177］の在証例があるが，その
場合は税糧納入ではなく，寺観を官の倉庫代わりにする意で用いられている。少林
寺聖旨碑第1裁， 11.18-19:qan-u sang amu buu cidqutuyai「お上の倉糧は注ぐなJ／漢
文（1.16）：倉根休頓放者；少林寺聖旨碑第2裁， 1.2:q-anu sang amu buu cidqutuyai「お
上の倉糧は注ぐな」／ (1.16）：倉根休頓放者［以上，中村・松川 1993,pp.34-48］；至
元17年(1280）？整屋重陽万寿宮クピライ聖旨碑， 11.19-20：・qa-nuピan”amubu cid叩I-






えない。また， Stein将来の天慶11年（1204）穀物貸借文書［Maspero,pp.193-194 & 
pl.XXXVI, No.474, a.ii］には借主として夜賀尼という人物がみえる。この夜賀（LRP,






1961, pp.292-293；本田 1972,p泊 9.さらに本文で後述する『集史j記事も参照］。




と記される例は頻出する［護1961,pp.345-354；山田II,p.38：，山田IV,p.105; SUK Sa03, 
Sa06, Sa08, Sal4, Sa28, Lol2］。
10) I元史j巻I太極本紀・太極9年甲戊(1214）夏五月～ 10年乙亥(1215）三月の条，






とも同一系統であろう［石田 1944,pp.157-158] 0 sim ／斗が在証されるのは，「尊益
閤」という蔵書印が捺された葉から始まる I続増華夷訳語jの「器用門Jである［cf.
買・朱 1990,p.79, No.72］。なお，石田 [1944］の扱ったいわゆる丙種本『縫鞄館雑
字Jには，この sim／斗はみえない。










期でも「升Jに対応する［YamadaXII, p.493；森安 1991,pp.55, 81］。
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